
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２００８年度 

 

日仏社会学会大会プログラム 

 
期日：１０月１８日（土） 

 
会  場 

専修大学生田キャンパス9号館２階 92B会議室 

〒214-8580 神奈川県川崎市多摩区東三田2-1-1 

Tel 044-911-0596（嶋根研究室）  

090-6717-2735（嶋根携帯電話） 

 

 

＜参加要領＞ 
 

１．自由報告  報告時間20分、質疑応答5分 

 

２．学会費   2008年度会費 

        一般会費 5,000円  学生会費 3,000円（大学院生を含む） 

 

３． 大会参加費 大会運営のため参加費（1,000円）を申し受けます。 

 

４． 懇親会   懇親会にご出席の方は懇親会費5,000円を大会受付でお納め下さい。 

参加ご希望の方は、同封の葉書にて予めお申し込み下さい。 

           なお、懇親会会場は「キャビン」（９号館５階）です。 

    
５． お問合せ  日仏社会学会事務局 〒662-8501兵庫県西宮市上ヶ原一番町１－１５５ 

関西学院大学人間福祉学部（山泰幸研究室） 
TEL/FAX 0798-54-6953 

yyama@kwansei.ac.jp   
 

＜連絡事項＞＊ご出欠を９月３０日（火）までにお知らせください。 

      ＊2008年度会費の納入をお願いいたします。 

         郵便振替 00960‐6‐278804 口座名 日仏社会学会 
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〈タイムテーブル〉 

９：１０～       受 付  

 

９：３０～       開 会 の 辞：荻野昌弘（関西学院大学） 

          

９：４０～１１：００  自 由 報 告 

                            司 会： 杉山由紀男（創価大学） 

１．ブルデュー論における時間概念の可能性―意識の現象学― 浅岡将人 

 

２．日本におけるデュルケム社会学の研究動向に関する試論 杉谷武信（東京工学院専門学校） 

 

３．ヴィシー政権下のアニメ産業― 雪村まゆみ（関西学院大学） 

 

１１：００～１１：２０  休 憩（理事会） 

 

１１：２０～１２：００  総 会 

 

１２：００～１３：００  休 憩（理事会） 

 

１３：００～１６：００  シンポジウム 

       テーマ：「タルド／デュルケムの現在」 

                          司会：中島道男（奈良女子大学） 

 

１．デュルケームとタルドの対話――メディア論をめぐって――大 野 道 邦（京都橘大学） 

 

２．古典社会学としてのタルドとデュルケム――池田祥英（早稲田大学） 

 

３．タルドとデュルケムにおける協同と分業―集合性をめぐって――中倉智徳（立命館大学大

学院） 

 

討論者：江頭大蔵（広島大学）、夏刈康男（日本大学） 

 

１６：００～１６：１５  休 憩 

 

１６：１５～１７：００  講 演 

« Etat de la recherche sur les marchés immobiliers ; pour une prise en compte de l’approche 
sociologique ». 

Natacha Aveline  （Directeur du bureau CNRS Asie du Nord） 
 

１７：００～       閉 会 の 辞：嶋根克己（専修大学） 

 

１７：３０～１９：３０  懇 親 会 （「キャビン」９号館５階） 

 


